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   A 7-year-old boy was brought to our clinic with the chief complaint of terminal pain on 
urination. Rectal examination revealed a prostate of almost normal size and consistency, but seminal 
vesicles were palpated to be hard and in a painful mass. Plain x-ray and urethrogram demonstrated 
several small stones in the posterior urethra and in seminal vesicles. 
   In the first operation, the stones located in the posterior urethra were removed through the trans-
vesical approach, and the seminal vesicular stones were extirpated in the next operation. The stones 
were found to consist of magnesium ammonium phosphate by infrared rays spectrum analysis. The 
histopathological findings of the partially resected seminal vesicles showed no inflammatory or 
tuberculous changes. 
   Twentycases of stones in seminal vesicle, in seminal canal, or in ejaculatory duct have been reported 
in  the  Japanease literature. Etiology, pathology, clinical problems and therapy of the stones of seminal 
tract are discussed in relation to the cases reported in Japan including the present case. 

























尿検査:尿 は 軽度 混濁しており,蛋 白(十),糖
(一),沈渣で赤血球o～1/HPF,白血球 工o～20/
1844 泌尿紀要30巻12号1984年
HPF,尿 培 養:E.CloacaelO5/ml以上,末 梢 血 液 検
査:白 血 球 数7,loo/mm3,赤血 球 数412×104/mm3,
血 色 素量13.29/dl,ヘマ トク リ ッ ト39%,血 沈ll
時 間値13mm,2峙 間 値32mm,血 液 生 化 学 検 査=
ク レア チ ニ ン0.5mg/dl,Nai42mEq/l,K4.2mEq
/1,cllo2mEq/1,ca8.8mg/d1,Mg2.2mg/dl・
X線 学 的 検 査1胸 部X線 撮 影 に ては 異 常 を 認 め ず,
IVPで も両 側 腎 尿 管 に は異 常 は なか った.骨 盤 部X
線 撮 影 で恥 骨 上 両側 に 小指 頭 大 の 不 規 則 楕 円形 の結 石
様 陰 影 を認 め,右 側 で はそ の下 方 に 約2cmの 長 さ を


















の結 石 様 陰 影 を3～4個 認 め た(Fig.1).尿 道x線
撮 影 時,尿 道 へ の カ テ ーテ ル 挿入 が 困難 で あ っ た ため
空 気 注 入 膀 胱 撮 影 は 施 行 せ ず,尿 道X線 造 影 のみ を施
行 した.結 石 のた め と思 わ れ る後 部 尿道 の変 形 と陰影
欠損 を認 め た(Fig.2).
以 上 の所 見 よ り精 嚢 結 石 お よび後 部 尿 道 結 石 と診断
し,同 年4月12日 排 尿 困難 を 改善 す る 目的 で膀 胱 高位
切 開 に よ る結 石 摘 除術 を施 行 した.
手 術所 見:膀 胱 壁 を切 開 し,膀 胱 内を 観 察す る と小
指 頭 大 の結 石 が 膀 胱 頚部 に 族 屯 した 形 に な っ てお り
(Fig.3),摂子 を用 い て摘 出 し よ うと した が容 易 に は
移 動 せ ず,か な り力 を 入 れ て 摘 出 で きた.摘 出結 石 の
一 部は 欠 落 し結 石遺 残 の可 能 性 もあ ったが(Fig.4),
尿 道 に カ テ ー テル 挿 入 可能 で あ った の で,遺 残 結 石に
つ いて は 後 に経 尿道 的 に 処 置す る こ と と し て創 を閉 じ
た.
術 後排 尿 困難 は改 善 し,41日目に は 遺 残 結 石 と思 わ
れ る4×6mmの 結 石 の 自然 排 石 を得 た.し か し尿 路
感 染 は そ の後 も持 続 し(1975年6月26日,尿 培 養 で
Proteusmirabzlis105/ml以上,1976年2月24日
KlebsiellaIO5/m正以 上),1976年1月頃 よ り再 び 排 尿
終 末 時 痛 が 強 度 に 発 現 す る よ うに な った ため,同 年7
月30日再 入 院 した.
入 院 時 諸 検 査 所 見(第2回 目):
尿 検 査:尿 は 混 濁 して お り,蛋 白(帯),糖(一),
沈1査で 白血 球 多 数/HPF,赤 血 球o～1/HPF,尿 培 養
:Proteusmirabilislo5/ml以上,1( ebsiellalo5/m1
以 上,末 梢 血液 検 査:白 血 球 数5,500/mm3,赤血 球 数
403×104/mm3,血色 素 量12.89/dl,ヘマ トク リッ ト
37%,血 沈lI時 間 値8mm,2時 間 値20mm,血 液
生 化 学 検 査:総 蛋 白6.5g/dl,尿素 窒 素6mg/d1,ク
レア チ ニ ン0.5mg/dl,尿酸3.omg/dl.P4.6mg/dl,
Fig.2.Urcthrogramshowcddefectanddeformitybycalculi
inposteriorurethraandseminalvesicles。



































































精 路 の 結 石 症 は1765年Hartmani)が最初 に 報 告 し,
精 嚢 結 石 に つ い て は1827年Collardi)が最 初 に 報 告 し
て い るが 内 容 の 詳細 に つ い ては 不 明 で あ る.本 邦 では
1935年石田2)が精嚢結石の剖検例を報告 したのが最初





























(Sympexin)が核にな りそれに石灰質が 沈着 し形成
されるとし,と きに結石核内に精子を含むと述べてお


































































1池 上 茂 ・ほ か196231左
2古 玉 宏 ・ほ か196436
3古 玉 宏 ・ほ か196466






2個 ・腕頭大 ・黄 白色(一部褐色)
小指頭大 ・軟結石 ・黄白色(一部褐色)










5個 ・半米粒 大か ら米粒大 ・黄色
1個
2個 ・各25×↑5田m





2個・半 米粒大 ・黄色 ・米粒大
睾丸生検
リン酸塩 ・炭酸塩 ・蛋 白質 摘出
リン酸塩 ・炭酸塩 ・蛋 白質
リン酸Ca・炭酸Ca・蛋白質 摘出
結石溶解⇒結石縮小
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